
 
 

（別紙２） 
 

研究機関で雇用する特別研究員-PD等の育成方針 

 

ミッションステートメント 
関西学院は、キリスト教主義に基づく「学びと探究の共同体」として、ここに集うすべての者が生

涯をかけて取り組む人生の目標を見出せるよう導き、思いやりと高潔さをもって社会を変革するこ

とにより、スクールモットー“Mastery for Service”を体現する、創造的かつ有能な世界市民を育

むことを使命としています。 

 
本学のミッションステートメントに基づき、日本学術振興会の特別研究員－PD、RPD を雇用し、

安定した環境のもと研究者人生の基盤形成期を支援します。 

研究者のライフステージに応じた支援体制：若手研究者に該当

 
［雇用・受入環境の強化］ 

・ 特別研究員－PD、RPD を雇用し、日本学術振興会の特別研究員事業における研究奨

励金相当額を上回る額を給与として支給します。 

・ 雇用された特別研究員－PD、RPD には、日本私立学校振興・共済事業団や各種保険

への加入等の福利厚生制度を整備します。 

・ 雇用期間は、日本学術振興会が定める研究期間の範囲内で原則４月１日から１年以内

とします。ただし、特段の事情のない限り、２回更新することができます。 

［人材育成］ 

（１） 個別研究の活性化により、社会の発展に寄与することができる研究者の育成 

・ 研究・社会貢献の推進を担当する研究推進社会連携機構より、各種競争的外部資金や

研究助成金等の情報の提供を行い、同機構にて各種研究資金申請の際には必要となる

手続きの支援を行います。 



・ 国内外への研究成果発信の促進を図るため、論文投稿料・外国語校閲料等の研究成果

公開に係る諸経費について補助を行います。 

・ URA（リサーチ・アドミニストレーター）による科研費獲得に向けたセミナーの開催

や個別相談等、各種申請支援を実施します。 

・ 産官学連携コーディネーターが発明や起業等に関する相談を受け付けます。 

・ 特別研究員－PD、RPD に続く次の研究者としてのキャリアに関し、早期の各種競争

的外部資金の獲得に向けた支援を行います。 

 
（２） 高い倫理性をもって教育研究を推進できる研究者の育成 

・ 特別研究員－PD、RPD による社会の付託に応え信頼にたる研究活動を推進するため、

研究倫理／コンプライアンス教育を実施します。 

・ ダイバーシティ（多様性）を力とする「垣根なき共同体」を目指し、インク

ルーシブ・コミュニティ推進のための多様性尊重に向けた教育を行います。 

・ 人権を支える価値観・姿勢、人権への理解、人権の活用能力をはぐくむことを目指し、

人権研修プログラムや人権問題講演会を実施します。 

・ 本学の各種教職員向けの研修等への参加の機会を提供します。 

 
（３） 女性研究者の育成 

・ ライフイベントを理由にキャリアを中断することなく、能力を最大限発揮できるよ

う、妊娠・育児のライフイベントと研究活動の両立を支援するための「研究支援者」

制度（通称：ピンチヒッター制度）の利用が可能です。 

・ 特別研究員－PD、RPD の妊娠、出産、育児及び介護に関しては、専任教職員と同様

の学内規程により取り扱います。 

・ 上記のライフイベントに関わる支援は、男性も対象となります。 

 
以上 

 


